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令和６(2024)年度川崎市男女共同参画センター協働事業  　　 

非正規・中高年シングル女性の 
現状とこれから 

女性が一人でも生きていける社会とは… 
住宅問題を考える

シングル女性の住居費の収入
に占める割合は約４割…。 
女性の場合、安全面の懸念か
ら家賃が高くなることも。 
「住まいは人権」の視点から 
安心して住み続け、生きてい
ける社会構造とは。日頃感じ
ていること話し合いましょう

▶場所　すくらむ２１ 
10/12　第１・２研修室 
11/30　多目的室 
▶トーク＆トーク 
小グループで意見交換 
質問タイム・参加者同士の
交流など。 
▶後日配信あり 裏面参照 

Part.２

▶場所　川崎市男女共同参画センター 
   すくらむ２１　▶先着３０名　要申し込み（裏面） 
▶申込み 　9/12(木)9時～全回共通／空きあれば当日可 
▶対　象　　テーマに関心のある方　 
▶保育あり 先着７名1歳～就学前  440円/1名 7日前までに要申込 
▶アクセス JR南武線「武蔵溝ノ口」駅、東急田園都市線 
・大井町線「溝の口駅」より徒歩10分 

10月12日 (土)  13:30～15:45 　 
一人でも生きていける女性への住宅政策は 
  横浜市の単身世帯の住まい状況 ニーズ調査報告書 
　　　～シングル女性の課題を中心に～ 
  講師　植野ルナさん（横浜市男女共同参画センター職員）

１回

 11月30日 (土)  13:30～15:45 
 女性の居住貧困を考える 

　　　住まいのセーフティネットはどうなっている？ 
　  講師　飯島裕子さん 
　　　（桜美林大学准教授・ノンフィクションライター） 

２回

すすめる会の協働事業スタート！ 
女性が一人でも生きていける社会を 
安心して住める女性への住宅政策は… 
2020 年の国勢調査によると、 

死別や離別を含めた15才以上の「未婚」者は 
⚫︎男性が42.6％・女性は46.0％がシングル 
国立社会保障人口問題研究所が算出した 
⚫︎50 歳時の未婚割合　 
　　2020年　　　2000年　 
男性 28.25％ 　（12.5%）　　 
女性 17.81％　 （5.82%） 

となって、20 年前と比較すると男性は 2倍。 
女性は３倍以上伸びています。 

女性労働者の半数以上は非正規雇用 
15～64 歳の女性の労働力人口比率は 
74.3％に上りますが、働く女性の半数以上
は非正規雇用です。男女賃金格差は縮小傾
向にあるものの、女性の賃金は男性が得ら
れる賃金の 75％。 
⚫︎20～64 歳（勤労世代）の単独世帯 
（一人暮らしの世帯）の貧困率は 
男性  19.8％　　女性  24.5％ 
女性の４人に１人が相対的貧困の状態。 

　　　⬆「横浜市の単身世帯の住まい状況　 
　　　　ニーズ調査」前文より抜粋　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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　　　住まいのセーフティネットはどうなっている？ 
　  講師　飯島裕子さん 
　　　（桜美林大学准教授・ノンフィクションライター） 

２回

▶︎後日配信あります 　 
チラシ裏面参照 

10月12日の 
講座は 

ニーズ調査で明らかに
なったことを植野さん
から聞きます。 
▶︎
質問や意見交換 
グループに分かれて 
大いに語ろう



今年度の男女共同参画協働事業に応募し、採
用になった５団体の交流会がすくらむ２１で、
８月24日に行われ、各団体の協働事業の報告、
質疑応答が行われました。 
各団体から１～2名の参加があり、すくらむ

21のインターンシップ生11名が一緒に話を聞き
ました。 
後半の交流会は５グループに分かれ、学生２

名と各団体との懇談です。学生から協働事業へ
の取り組みや目的など質問が次々に出され、そ
れに答えました。 
若い世代の捉え方や感想がでていました。短

時間ですがなごやかな雰囲気で終了しました。
（小林） 

講師の紹介 
▶︎第１回　　11/12(土) 
植野ルナさん 
1975年生まれ。（公財）横浜市男女共同参画推進
協会 事業企画課長。2003年に入職。女性の就労支
援事業、市民協働事業等に携わる。2014・2015年
度に、ミドル世代の非正規職シングル女性の課
題・ニーズ調査を企画実施。シングル女性の住まい
の課題に着目して、2021年度から、単身世帯女性
へのヒアリング調査、横浜市内の単身世帯を対象
としたウェブアンケート調査を実施。昨年度より
居住支援勉強会を開始。 

▶︎第２回　　11/30(土) 
飯島裕子さん 
ノンフィクションライター/桜美林大学准教授（社 
会福祉専修）東京都生まれ。大学卒業後、専門紙
記者、雑誌編集を経て現職。人物インタビュー、
ルポタージュを中心に「ビックイシュー日本版」
などで取材・執筆。著書に『ルポ コロナ禍で追い
詰められる女性たち深まる孤立と貧困』（光文社
新書）、『ルポ 貧困女子』（岩波新書）などがあ
ります。 
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　2024年度 協働事業団体交流会が開催されました 
　参加５団体（各団体1～２名）　インターンシップの学生  11名 すくらむ２

１　 

8/24 

　準備が進んでいます 
2024年度ごえん楽市準備会

で全体のプログラムを作成中で
す。前回の開催から、各グループが主体となっ
て当日の検討事項をメールや会議で決めること
になりました。すすめる会は、中原市民館２階
の会場を12団体参加で使用します。 

グループの統一テーマは　　 

来て、見て、知って！ 
人権・平和・国際2024 

「昨日を知り、明日を考えるいま 
正しく知ってちょっとだけ自分ごととして 

考えてみてください」 

　会場となる会議室への導線が難しく、視聴覚
室で予定している朗読や紙芝居を多くの方に見
てもらえるように、入口や通路にポスターや、
スケジュール案内板を手作りすることになりま
した。すすめる会のパネル展示やアンケートも
これから取り組んでいきます。 

① 川崎の男女共同社会をすすめる会 
　　　かながわ女性会議川崎
・非正規・中高年シングル女性の現状とこれから
Part 2

② 抱っこde ダンス 
　　　＆ あなたはひとりじゃない
・パパもママもみんなで抱っこdeダンス

③ 認定特定非営利法人　修復的対話の会

・職場における修復対話サークルの効果検証的

④ パソコンサポートまうすなび

・女性の再就職支援のためのパソコン講座の開催

⑤ ウーマンネットアカデミー＆コンサルティング

・やってみよう！ 副業・在宅ワークを始めるための知
識～ライフステージに応じた女性のキャリア形成と 
ITスキルアップ

ごえん楽 市
 

11/16 



この夏、秋の講座に向けて何かいい本はないか
と、図書館のHPで検索したところ、『欧米住宅物
語―人は住むためにいかに闘っているかー』とい
う興味深い図書名が引っかかり、リクエストしま
した。 
発行は1990年、著者である早川和男さんの1980

年の海外研修で、欧米の住宅や街の研究したこと
で『人間にふさわしい住居に住むことは基本的人
権』であり、その実現のために国民が努力し、或
いは政府に抵抗してきた歴史と今を目の当たりに
する報告書になっています。おおよそ50年前の話
になります。（欧米とはアメリカ、西ドイツ、フラ
ンス、イギリスです。） 
第一印象　郊外に作った大規模団地はどこでも、
映画に出てくるような犯罪が横行し、社会的弱者
（いろんな意味での）が集まるところとなり都市
としての魅力を失い、それが空き家を増やし、そ
こに…という悪循環をつくり、その結果、取り壊
されるケースが多かったことに驚きました。また
高層を低層に改築されることもあったようです。 
日本では あまりそういう事例は聞こえてきません
が、至近の鉄道駅からはバスが交通便となるよう
な郊外の大規模団地では高齢化が進み、自治会が
機能しなくなっているという話はよく聞きます。 
NHKで“団地のふたり”というドラマが放映され

ています。その団地がまったくその通りで、主人公
の二人が単身者で、家族と共に公営住宅に住んで
いて、高齢住人から『若い』と重宝がられて、高齢
住民に振り回され、二人もそれを楽しんでいるよ
うでほほえましいのですが…。高齢者が多い団地
でこれから何が起きるのか、起きないのか、まだ
わかりませんが今回の講座のグループトークでの
話のタネになるかもしれません。　 
住宅占拠運動　本の話に戻ります。ドイツのケルン
市で、街中にあった広大なチョコレート工場の跡
地を不動産会社が買い取り、高層デパート・マン
ションを建てることになったのを知った近隣住民
が、そんなものを建てられたら歴史的な街並みと
環境が壊れるとこの工場を占拠しここに居住する
闘いを経て、工場を改造し住宅に変えたという事
例が紹介されています。そこには幼稚園、集会所、
老人住宅、老人ホームもあると書かれています。 
　1970年から80年にかけて、住宅占拠運動！？は
世界的な事件であったと書かれていますが、私は

まったく知りませんでした。オランダでは空き家
にベッドを持ち込んだら、警察でも居住者の許可
なく入れないという慣習法があったようです。 

『R・S・P・E・C・T　リスペクト』 
そこで思い出したのが、ブレイディ・みかこさ

んのこの小説です。 
ロンドンオリンピックの後、ロンドンのイース

トエンドで起こったFOCUSE15マザーズ運動など
に着想を得たフィクションです。 
《2013年、ロンドン東部の低所得者向け簡易宿
泊所を追い出されそうになった住民たちが立ち上
がり、宿泊所の名を取って「FOCUS E15」運動を
開始した。14年には公営住宅地の空き家を占拠す
る。都市部の低所得者の住む空間を再開発し、住
民を追い出して、地域の「高級化」を目指す、いわ
ゆる「ジェントリフィケーション」への強い反対
運動でもある。（2023.11陣野敏史書評より）》 
この『リスペクト』を読んだときは、彼女たち

の訴えを聞いて支援するひと世代上の活動家？た
ちのことが気になりましたが、欧米住宅物語を読
んで、これは連綿と続いている『自分たちの住む
ところをよこせ』と国に迫る運動なのだと合点が
いきました。 
『R・S・P・E・C・T　リスペクト』には、シン

グルマザーたちの運動を支援する配管工の男性が
でてきますが、彼も占領住宅の近くの古い公営住
宅に妻と住んでいますが、居心地のよさそうな居
間があり、２階に２寝室（３寝室？）があるよう
に書かれています。 
欧米住宅物語でもいくつかの公営住宅や老人住

宅の間取りを紹介していますが、西ドイツの一人
暮らし老人用社会住宅は図面で書かれていて、居
間と寝室があり、台所と洗面・浴室は独立してい
て、44㎡です。 
日本の公営住宅　戦後、農村から都市部への人口
移動で持ち家政策が中心になりました。国の財政
だけでは需要に対応できないなどの理由があった
とはいえ、いまだに公営住宅建設は極端に少な
く、多くの自治体で単身者の入居も認めらませ
ん。（川崎市は今年から60歳未満の単身者の期限
付き入居制度が新設されましたが…）さらに気に
なるのは、室内の大きさ、部屋数、設備の居住環
境です。日本では国が定めた最低居住面積水準が
単身者で25㎡となっていることと、先ほどのドイ
ツの老人用社会住宅との違いに驚きます。 
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『欧米住宅物語―人は住むためにいかに闘っているかー』早川和男著  
を読んで〈女性と住まい〉について考えたこと　　　　細谷あつ子読後感



横浜市男女共同参画推進協会の調査では、その
25㎡以下の住まいの居住者は全体で32.5％を占め
ているということです。古い市営住宅には洗面設
備がありません。浴室も独立していません。 
川崎市のHPで市営住宅の入居者募集をみると、

制度概要として、『国と市が協力して整備した住宅
を、住宅に困窮し、比較的所得の低い世帯の方に
低廉な家賃で賃貸する制度です』とあります。 
整備の基準はどんなものか、住宅に困窮すると

いう状況はなんなのか、困窮しているなら、募集
でなく入居が必要なのでは？困窮している人も応
募しなければならない状況なら市営住宅を新設す
べきでは、など疑問がわいてきます。 
講座ではグループトークを行います。その時に

みなさんの疑問、要望などをだし、話し合うこと
ができるようしたいと思います。みなさんの参加
をお待ちしています。   (hosoya) 

◆日本の女性政策審査へ 
国連の女性差別撤廃委員会が、10月、日本の女

性政策を巡る対面審査を政府に実施する方針であ
ることが4日分かった。 
男女平等の達成を目的とし、2016年以来、8年

ぶりとなる。委員会はこれまで、結婚後に夫婦同
姓を求める制度に関し、改姓するのはほとんどが
女性であることを踏まえ｢差別｣と指摘しており、
選択的夫婦別姓の導入など政府に再び改善を勧告
する可能性がある。 
政府は今回の審査に向け｢国民各層の意見や国会

の議論の動向を注視しながら、司法の判断も踏ま
え検討を進める｣との報告書を既に提出した。 
夫婦同姓の他①女性皇族に皇位継承が認められ

ないとする皇室典範②国会議員など指導的地位に
占める女性割合―などが審査対象となる見通し。
（神奈川 8/5） 

◆パリ パラリンピック女子選手最多2000人 
パリ・パラリンピックには約4400人の選手が参

加した。国際パラリンピック委員会によると、こ
のうち女子選手は過去最多の約2000人で、全体の
約45％に。その比率もこれまで最高だった前回東
京大会の約42％を上回り、約1000人が出場した
2000年シドニー大会からは倍となる。8月11日に
閉幕したパリ五輪は史上初めて男女の出場枠が同
数となった。パラリンピックでも｢ジェンダー平等｣
に向け進展している。（8/27） 

◆女性の大声も違反に 
アフガニスタンのイスラム主義組織タリバン暫

定政権は8月26日までに、女性が公共の場で歌った
り大声を出したりすることを禁じ、全身や顔を覆
う衣装着用を義務付ける新たな法律を施行しまし
た。｢男性を誘惑する恐れがあるため｣と主張して
います。タリバンが2021年8月に復権して以降、極
端なイスラム法解釈に基づき次々に打ち出してき
た生活上の禁止事項を法典にまとめた形。女性へ
の抑圧がさらに進む恐れがあります。新法によれ
ば、タリバンの監視員は顔を覆っていない女性を
呼び止め、処罰することができます。（8/27） 

◆｢移住婚｣女性に補助金！？ 
政府は東京23区からの結婚のために地方に移住

する女性に、最大60万円を支給する制度の新設を
検討していた。 
岸田政権の｢デジタル田園都市国家構想｣の一環

で、東京一極集中の緩和が目的とされ、地方への
婚活イベント交通費支給も。｢なぜ女性だけ？｣｢女
性が流出する理由を知っているのか｣｢ズレてる、
地方に仕事があるのか｣ 
｢結局　『産む機械』、国がセクハラ｣　など批

判の声が噴出し、再検討に。 

◆最低賃金アップ切実 
最低賃金（時給）について8月29日、全都道府県

の地方最低賃金審議会答申が出揃った。 
全国平均は昨年度比51円増で、1055円に。国の

引き上げ目安50円を過半数の27県が上積みし、徳
島は異例の34円上積み。物価高のなか、1500円以
上、地域格差解消の全国一律制度を求める声に背
を向ける国への批判があらわれた。10月からの順
次実施。 

◾これからの活動 
10月12日　協働事業  第１回講座 
11月30日　協働事業  第２回講座 

◾活　動　日　誌 
７月10日 女性史研究者池松怜子さん・国広陽 
　子さんからの聞き取りに協力（勝又さん） 
７月29日　第７回幹事会 
８月12日　協働事業団体交流会 すくらむ２１　 
９月 ２日　幹事会　すくらむ21　10:00～ 
９月12日　新婦人７支部協議会に協働事業へ 
　の参加を要請。 
９月15日　第８回幹事会　市民活動センター
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◆ ◆ ◆ 女性ニュース◆ ◆ ◆


